
企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
一
考
察
（
小
阪
）

（
八
三
五
）

企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
一
考
察

小　
　

阪　
　

敬　
　

志

Ⅰ　

は
じ
め
に

企
業
結
合
（business com

binations

）
と
は
、
あ
る
企
業
と
他
の
企
業
と
が
、
一
つ
の
報
告
単
位
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
企
業

結
合
の
会
計
処
理
に
は
い
く
つ
か
の
ス
テ
ッ
プ
が
存
在
し
て
い
る
が
、
複
数
の
局
面
で
従
来
か
ら
公
正
価
値
（fair value

）
と
呼
ば
れ
る

測
定
値
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
近
年
、
財
務
報
告
の
た
め
の
会
計
基
準
が
国
際
的
に
統
一
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
公
正
価
値
も
そ
の
対
象

と
な
っ
た
が
、
新
た
に
整
理
・
統
一
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
公
正
価
値
の
概
念
は
変
化
し
た
。
係
る
変
化
は
極
め
て
広
範
に
影
響
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
と
り
わ
け
企
業
結
合
会
計
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
を
加
え
る
。
検
討
に
際
し
て
は
、
ま
ず
近
年
に
お
け
る
企
業
結

合
に
関
す
る
会
計
基
準
の
国
際
的
な
収
斂
過
程
を
整
理
し
、
企
業
結
合
を
会
計
処
理
す
る
際
の
重
点
の
変
化
を
指
摘
す
る
。
次
に
近
年
進

め
ら
れ
て
き
た
公
正
価
値
概
念
の
統
一
化
に
向
け
た
過
程
を
整
理
し
、
企
業
結
合
会
計
と
い
う
特
定
の
領
域
で
用
い
ら
れ
る
公
正
価
値
概

三
一
九
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念
も
変
化
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
企
業
結
合
会
計
と
公
正
価
値
測
定
の
関
係
の
変
化
を
通
じ
て
、
現
行
の
企
業
結
合
会
計

に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

Ⅱ　

企
業
結
合
に
関
連
す
る
会
計
基
準
の
収
斂

近
年
、
国
際
会
計
基
準
審
議
会
（IA

S
B

）
を
中
心
と
し
た
会
計
基
準
の
国
際
的
な
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
い
ま
な
お
い
く

つ
か
の
相
違
点
は
残
る
も
の
の
、
多
く
の
会
計
規
定
が
国
際
的
に
統
一
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
企
業
結
合
に
関
連
す
る
会
計
基
準
も
そ
の
例

に
漏
れ
ず
、
二
〇
〇
八
年
に
はIA

S
B

が
公
表
す
る
国
際
財
務
報
告
基
準
（IF

R
S

）、
米
国
の
財
務
会
計
基
準
審
議
会
（F

A
S
B

）
が
公
表

す
る
財
務
会
計
基
準
書
（
1
）

（S
F
A
S

）、
な
ら
び
に
我
が
国
の
企
業
会
計
基
準
委
員
会
（A

S
B
J

）
が
公
表
す
る
企
業
会
計
基
準
の
間
に
お
い
て
、

大
筋
で
の
規
定
統
一
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
こ
れ
ら
の
会
計
基
準
に
お
い
て
、
二
〇
〇
八
年
前
後
の
改
訂
に
よ
る
企
業
結
合
の
会
計
処
理
規
定
の
変
化
を
整
理
し
、
企

業
結
合
会
計
に
お
け
る
重
点
の
変
化
を
確
認
す
る
。

1
．S

FA
S
141

お
よ
びIFR

S
3

の
改
訂

米
国
に
お
け
る
企
業
結
合
に
関
す
る
会
計
基
準
と
し
て
は
、S

F
A
S
141

「
企
業
結
合
」
が
二
〇
〇
一
年
にF

A
S
B

よ
り
公
表
さ
れ
て

い
る
（
2
）

。
同
基
準
に
お
い
て
は
、
企
業
結
合
の
会
計
処
理
方
法
と
し
て
パ
ー
チ
ェ
ス
法
（purchase m

ethod

）
の
み
を
採
用
し
、
そ
れ
ま
で

適
用
の
余
地
が
あ
っ
た
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
（pooling-of-interests m

ethod
）
と
の
選
択
適
用
が
廃
止
さ
れ
た
（par.13

）。
そ
の
背
景
と

し
て
、
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
が
取
得
原
価
主
義
の
会
計
モ
デ
ル
に
沿
わ
な
い
こ
と
や
、
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
情

三
二
〇
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報
に
有
用
性
が
乏
し
い
と
い
っ
た
理
論
的
問
題
点
が
複
数
指
摘
さ
れ
て
い
る
（pars.B

36-B
79

）。
ま
た
、

パ
ー
チ
ェ
ス
法
に
よ
っ
た
場
合
、
公
正
価
値
測
定
に
伴
う
資
産
増
加
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
の
れ
ん
が

計
上
さ
れ
る
余
地
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
企
業
結
合
後
の
費
用
負
担
を
通
じ
て
、
結
合
後
企
業
の
業

績
が
圧
迫
さ
れ
る
。
こ
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
結
合
当
事
企
業
が
意
図
的
に
取
引
条
件
を
調
整
し

て
、
本
来
で
あ
れ
ば
パ
ー
チ
ェ
ス
法
を
適
用
す
べ
き
企
業
結
合
に
、
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
が
適
用
さ
れ

る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
（
い
わ
ゆ
る
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
の
濫
用
（
3
）

）。
パ
ー
チ
ェ
ス
法
へ
の
一
本
化
は
、

実
務
上
の
問
題
と
さ
れ
て
い
た
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
の
濫
用
へ
の
対
抗
策
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
と
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
に
つ
い
て
、
両
方
法
の
主
要
な
相
違
点
を
数
値
例

に
よ
っ
て
確
認
す
る
。

【
例
1
】
Ａ
社
は
Ｘ
一
年
四
月
一
日
に
Ｂ
社
を
吸
収
合
併
し
、
合
併
の
対
価
と
し
て
Ｂ
社
株
主
に
Ａ

社
株
式
五
〇
〇
株
（
一
株
当
た
り
の
株
価
は
一
〇
〇
）
を
交
付
し
た
。
合
併
直
前
の
Ｂ
社
の
貸
借
対

照
表
は
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
パ
ー
チ
ェ
ス
法
に
よ
る
会
計
処
理

パ
ー
チ
ェ
ス
法
の
下
で
は
、
存
続
会
社
で
あ
る
Ａ
社
は
、
消
滅
会
社
で
あ
る
Ｂ
社
の
諸
資
産
お
よ
び

諸
負
債
を
公
正
価
値
で
受
入
れ
、
対
価
と
し
て
交
付
し
た
株
式
の
公
正
価
値
と
の
差
額
を
、
の
れ
ん
と

貸 借 対 照 表

諸 資 産 80,000 諸 負 債 45,000

資 本 金 25,000

留 保 利 益 10,000

80,000 80,000

※  　なお、諸資産の公正価値は88,000であった。諸負債の公正価値は貸借対照

表上の帳簿価額と一致していた。

三
二
一
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し
て
認
識
す
る
（
Ａ
社
を
取
得
企
業
、
Ｂ
社
を
被
取
得
企
業
と
し
て
い
る
）。

・
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
に
よ
る
会
計
処
理

持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
の
下
で
は
、
Ｂ
社
の
諸
資
産
お
よ
び
諸
負
債
は
す
べ
て
帳
簿
価
額
の
ま
ま
Ａ

社
に
引
き
継
が
れ
、
の
れ
ん
は
認
識
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
純
資
産
項
目
も
そ
の
ま
ま
Ａ
社
に
引
き
継

が
れ
る
。

企
業
結
合
の
会
計
処
理
方
法
と
し
て
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
と
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
の
い
ず
れ
を
採
用

す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
に
は
企
業
結
合
の
経
済
的
実
態
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
上
記
の
合
併
が
Ａ
社
に
よ
る
Ｂ
社
に
対
す
る
支
配
の
獲
得
、
す
な
わ
ち
取
得
（acquisition

）

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
パ
ー
チ
ェ
ス
法
が
適
合
し
、
Ａ
社
お
よ
び
Ｂ
社
の
い
ず
れ
も
相
手
に
対
す

る
支
配
を
獲
得
せ
ず
、
合
併
が
単
な
る
持
分
の
結
合
（uniting of interests

）
に
過
ぎ
な
い
場
合
に

は
、
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
が
適
合
す
る
。

S
F
A
S
141

に
お
け
る
パ
ー
チ
ェ
ス
法
に
よ
る
一
連
の
手
続
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
取
得
企
業
の
識
別
… 
結
合
当
事
企
業
の
い
ず
れ
が
取
得
企
業
で
あ
る
か
を
識
別
す
る
（pars.15-

19

）。

②
取
得
原
価
の
決
定
… 

対
価
と
し
て
交
付
す
る
現
金
等
の
金
額
や
、
株
式
の
公
正
価
値
が
取
得
原

価
と
な
る
（pars.20-23

）。

・パーチェス法

（借） 諸 資 産 88,000 （貸） 諸 負 債 45,000

の れ ん 7,000 資 本 金 50,000

※資本金の増加額＝＠100×500株

・持分プーリング法

（借） 諸 資 産 80,000 （貸） 諸 負 債 45,000

資 本 金 25,000

留 保 利 益 10,000

三
二
二
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③
取
得
原
価
の
配
分
…  

②
の
取
得
原
価
を
、
被
取
得
企
業
か
ら
取
得
し
た
資
産
お
よ
び
引
き
受
け
た
負
債
に
対
し
て
、
支
配
獲
得
日
時

点
の
公
正
価
値
に
基
づ
い
て
配
分
す
る
（pars.35-36

）。

④
の
れ
ん
の
認
識
…  

②
の
取
得
原
価
が
③
の
純
資
産
公
正
価
値
を
超
過
す
る
場
合
、
両
者
の
差
額
が
の
れ
ん
（goodw

ill

）
と
し
て

認
識
さ
れ
る
（par.43

）。

S
F
A
S
141

に
お
い
て
は
、
被
取
得
企
業
の
純
資
産
と
取
得
企
業
が
交
付
す
る
対
価
の
二
種
類
が
公
正
価
値
測
定
の
対
象
と
さ
れ
て
い

た
と
い
え
る
。
な
お
、
取
得
企
業
に
よ
る
支
配
が
完
全
で
は
な
い
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
非
支
配
持
分
（
4
）（non-controlling interest

）
が
存

在
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
公
正
価
値
測
定
の
対
象
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
方
、
共
同
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
たIA

S
B

か
ら
は
、
二
〇
〇
四
年
にIF

R
S
3

「
企
業
結
合
」
が
公
表
さ
れ
た
。

IF
R
S
3

で
も
、
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
適
用
の
余
地
が
無
く
な
り
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
へ
と
一
本
化
が
図
ら
れ
た
。
以
下
に
ま
と
め
た
と
お
り
、

IF
R
S
3

の
規
定
はS

F
A
S
141

と
同
一
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
非
支
配
持
分
も
公
正
価
値
測
定
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

①
取
得
企
業
の
識
別
…
結
合
当
事
企
業
の
い
ず
れ
が
取
得
企
業
で
あ
る
か
を
識
別
す
る
（pars.17-23

）。

②
取
得
原
価
の
決
定
…
対
価
と
し
て
交
付
す
る
現
金
等
の
金
額
や
、
株
式
の
公
正
価
値
が
取
得
原
価
と
な
る
（pars.24-31

）。

③
取
得
原
価
の
配
分
…  

②
の
取
得
原
価
を
、
被
取
得
企
業
か
ら
取
得
し
た
資
産
お
よ
び
引
き
受
け
た
負
債
に
対
し
て
、
支
配
獲
得
日
時

点
の
公
正
価
値
に
基
づ
い
て
配
分
す
る
（pars.36-40

）。

④
の
れ
ん
の
認
識
…  

②
の
取
得
原
価
が
③
の
純
資
産
公
正
価
値
を
超
過
す
る
場
合
、
両
者
の
差
額
が
の
れ
ん
と
し
て
認
識
さ
れ
る

（par.51

）。

こ
こ
で
、
非
支
配
持
分
を
公
正
価
値
で
測
定
す
る
か
否
か
と
い
う
論
点
は
、
認
識
さ
れ
る
の
れ
ん
の
範
囲
に
大
き
く
関
わ
る
。
前
述
と

三
二
三
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同
様
の
数
値
例
で
、
非
支
配
持
分
が
存
在
す
る
ケ
ー
ス
を
考
え
て
み
る
。

【
例
2
】
Ａ
社
は
Ｘ
一
年
四
月
一
日
に
Ｂ
社
が
発
行
す
る
株
式

一
〇
〇
〇
株
の
う
ち
八
〇
〇
株
（
八
〇
％
）
を
公
正
価
値
で
あ
る

四
〇
〇
〇
〇
（
一
株
当
た
り
五
〇
）
で
現
金
購
入
し
、
Ｂ
社
を
子
会
社

と
し
て
支
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ａ
社
に
よ
る
株
式
購
入
直
前
の

Ｂ
社
の
貸
借
対
照
表
は
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
パ
ー
チ
ェ
ス
法
に
よ
る
会
計
処
理

Ａ
社
は
Ｂ
社
を
完
全
に
支
配
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
二
〇
％
相
当

の
非
支
配
持
分
保
有
者
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
Ａ
社
は
Ｂ
社
の
貸
借

対
照
表
を
取
り
込
ん
だ
連
結
貸
借
対
照
表
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

そ
の
際
の
仕
訳
処
理
は
上
記
の
よ
う
に
な
る
（
説
明
の
便
宜
上
、
一
般
的
な

連
結
修
正
仕
訳
と
は
形
式
を
変
え
て
い
る
が
、
実
質
的
な
結
果
に
相
違
は
な
い
）。

Ａ
社
持
分
に
つ
い
て
は
、
受
け
入
れ
た
Ｂ
社
の
純
資
産
公
正
価
値
の
う

ち
八
〇
％
相
当
と
、
対
価
四
〇
〇
〇
〇
と
の
差
額
が
の
れ
ん
と
し
て
認
識

さ
れ
る
。
こ
の
の
れ
ん
は
、
Ｂ
社
の
買
収
に
際
し
て
Ａ
社
が
取
得
し
た
の

れ
ん
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
買
入
の
れ
ん
と
い
わ
れ
る
。

貸 借 対 照 表

諸 資 産 80,000 諸 負 債 45,000

資 本 金 25,000

留 保 利 益 10,000

80,000 80,000

※  　なお、諸資産の公正価値は88,000であった。諸負債の公正価値は貸借対照

表上の帳簿価額と一致していた。

【Ａ社持分（80％）に係る会計処理】

（借） 諸 資 産 70,400 （貸） 諸 負 債 36,000

の れ ん 5,600 Ｂ 社 株 式 40,000

【非支配持分（20％）に係る会計処理】

（借） 諸 資 産 17,600 （貸） 諸 負 債 9,000

非支配持分 8,600

三
二
四
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他
方
非
支
配
持
分
は
、
Ｂ
社
純
資
産
の
公
正
価
値
×
非
支
配
持
分
比
率
二
〇
％
と
い
う
計
算
式
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
、
そ
れ
自
体
が
公

正
価
値
測
定
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
結
果
と
し
て
、
非
支
配
持
分
に
見
合
っ
た
の
れ
ん
の
計
上
も
行
わ
れ
な
い
。

S
F
A
S
141

お
よ
びIF

R
S
3

が
採
用
し
た
パ
ー
チ
ェ
ス
法
で
は
、
の
れ
ん
の
認
識
範
囲
に
関
す
る
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
被
取
得
企
業
の
資
産
お
よ
び
負
債
の
す
べ
て
が
公
正
価
値
で
測
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
産
で
あ
る
の
れ
ん
は
買
入

の
れ
ん
し
か
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
す
べ
て
が
公
正
価
値
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
取
扱
い
は
、
資
産
測
定
の
一
貫
性
を
欠
き
、
情
報
有
用
性
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
の
認
識
が
な
さ
れ
て
い
た
（
5
）

。

そ
こ
でF

A
S
B

とIA
S
B

の
両
審
議
会
は
、
企
業
結
合
に
関
す
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
の
成
果
物
と
し
て
、
二
〇
〇
七

年
にS

F
A
S
141

（R

）
お
よ
び
二
〇
〇
八
年
にIF

R
S
3

（R

）
を
公
表
し
た
。
両
基
準
に
共
通
す
る
主
要
な
変
更
点
は
、
非
支
配
持
分
の

公
正
価
値
測
定
の
導
入
お
よ
び
そ
の
結
果
と
し
て
の
全
部
の
れ
ん
の
認
識
に
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、S

F
A
S
141

（R

）
で
は
、
移
転
し

た
対
価
お
よ
び
非
支
配
持
分
の
公
正
価
値
が
、
受
け
入
れ
た
純
資
産
の
公
正
価
値
を
超
過
す
る
額
と
し
て
、
の
れ
ん
を
測
定
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
（par.34

）。
ま
たIF
R
S
3

（R

）
で
も
、
移
転
し
た
対
価
お
よ
び
非
支
配
持
分
の
公
正
価
値
を
用
い
て
の
れ
ん
測
定
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
（pars.19 and 32

）
が
、
こ
ち
ら
で
は
例
外
的
に
非
支
配
持
分
を
公
正
価
値
測
定
し
な
い
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
お
り
（
6
）

（par.19

）、
そ
の
場
合
に
は
、
全
部
の
れ
ん
は
計
上
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
差
異
は
あ
る
も
の
の
、S

F
A
S
141

（R

）
お

よ
びIF
R
S
3

（R

）
の
い
ず
れ
も
が
、
全
部
の
れ
ん
を
認
識
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
会
計
処
理
方
法
は
、
そ
れ
ま
で
の
パ
ー

チ
ェ
ス
法
と
は
区
別
さ
れ
、
取
得
法
（acquisition m

ethod

）
と
呼
ば
れ
る
。
前
述
の
【
例
2
】
を
用
い
て
取
得
法
に
よ
る
会
計
処
理
を

示
せ
ば
、
次
頁
上
の
よ
う
に
な
る
。

三
二
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
四
二
）

・
取
得
法
に
よ
る
会
計
処
理

Ａ
社
の
持
分
八
〇
％
に
つ
い
て
の
処
理
は
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
と
変
わ
ら
な
い
が
、
非
支
配
持
分
は
取
得
日

に
お
け
る
Ｂ
社
株
式
の
公
正
価
値
五
〇
×
二
〇
〇
株
（
＝
一
〇
〇
〇
株－

八
〇
〇
株
）
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
。

そ
し
て
Ｂ
社
純
資
産
の
公
正
価
値
の
二
〇
％
と
の
差
額
が
、
の
れ
ん
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

S
F
A
S
141

（R

）
お
よ
びIF
R
S
3

（R

）
が
採
用
し
た
取
得
法
の
処
理
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る

が
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
か
ら
取
得
法
へ
の
改
訂
は
制
度
研
究
上
、
伝
統
的
な
枠
組
み
と
さ
れ
て
き
た
取
得
原
価

主
義
会
計
と
の
関
連
で
、
し
ば
し
ば
問
題
視
さ
れ
る
。
例
え
ば
山
内
（
二
〇
一
〇
、pp.170-185

）
で
は
、

S
F
A
S
141

（R
）
やIF

R
S
3

（R

）
の
公
開
草
案
に
お
け
る
の
れ
ん
の
取
扱
い
が
、
取
得
原
価
主
義
会
計
が

有
す
る
構
造
的
特
徴
と
は
合
致
し
な
い
旨
指
摘
し
て
お
り
、
金
田
（
二
〇
一
〇
、p.92

）
は
、S

F
A
S
141

（R

）

の
公
開
草
案
で
は
、
取
得
原
価
主
義
会
計
の
考
え
方
が
退
け
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
公
開
草
案
に
対
す
る
指
摘
で
あ
り
、
特
に
「
被
取
得
企
業
の
全
体
を
公
正
価
値
測
定
す
る
」
こ
と
で
全
部

の
れ
ん
を
測
定
す
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
行
わ
れ
た
指
摘
と
思
わ
れ
る
。
確
定
基
準
に
お
け
る

取
得
法
で
は
、
被
取
得
企
業
全
体
の
公
正
価
値
測
定
は
求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
同
様
の
指
摘
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

取
得
原
価
主
義
会
計
の
下
で
は
、
資
産
は
支
払
わ
れ
た
対
価
の
金
額
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

基
礎
的
前
提
と
し
て
一
般
的
な
資
産
の
取
得
が
「
交
換
」
取
引
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
資
産
の
取
得
は

【Ａ社持分（80％）に係る会計処理】

（借） 諸 資 産 70,400 （貸） 諸 負 債 36,000

の れ ん 5,600 Ｂ 社 株 式 40,000

【非支配持分（20％）に係る会計処理】

（借） 諸 資 産 17,600 （貸） 諸 負 債 9,000

の れ ん 1,400 非支配持分 10,000

三
二
六



企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
一
考
察
（
小
阪
）

（
八
四
三
）

交
換
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
測
定
は
引
き
渡
し
た
貨
幣
額
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
対
価
が
貨
幣
以
外
の
財
で
あ
れ
ば
、

そ
の
交
換
時
点
に
お
け
る
公
正
価
値
が
測
定
の
基
礎
と
な
る
。
パ
ー
チ
ェ
ス
法
は
こ
の
一
般
的
考
え
方
を
企
業
結
合
会
計
に
適
用
し
た
方

法
と
い
え
る
。
例
え
ば
、W

yatt

（1963, p.70

）
に
よ
れ
ば
、「
…
企
業
結
合
と
は
…
基
本
的
に
交
換
事
象
（an exchange event

）
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
二
つ
の
独
立
し
た
経
済
的
利
害
関
係
（econom

ic interests

）
が
、
資
産
お
よ
び
／
ま
た
は
持
分
（equities

）
の
交
換
の
達
成
の

た
め
に
交
渉
を
行
う
（bargain

）」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、S

F
A
S
141

で
は
、
冒
頭
に
一
般
的
な
資
産
取
得
取
引
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
の

整
理
を
行
い
（pars.3-8
）、
そ
の
上
で
、
こ
れ
と
整
合
的
な
規
定
の
展
開
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、IF

R
S
3

（par.B
C
44

）
な
ど
で
も
、

企
業
結
合
が
交
換
取
引
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
で
は
移
転
さ
れ
た
対
価
の
公
正
価
値
を
企
業
結
合

の
「
取
得
原
価
」
と
み
て
、
こ
れ
を
取
得
し
た
純
資
産
に
配
分
す
る
と
い
う
手
順
が
と
ら
れ
、
の
れ
ん
も
配
分
さ
れ
た
取
得
原
価
の
範
囲

内
で
認
識
さ
れ
た
。
パ
ー
チ
ェ
ス
法
は
取
得
原
価
主
義
会
計
の
枠
内
に
お
い
て
、「
交
換
取
引
」
を
処
理
す
る
た
め
の
具
体
的
な
処
理
方

法
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
、「
交
換
」
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
処
理
が
説
明
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
非
支
配
持
分
が
存
在
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、「
交
換
取
引
」
と
し
て
説
明

で
き
る
の
は
、
支
配
持
分
相
当
に
限
ら
れ
る
。

他
方
、
取
得
法
で
は
識
別
可
能
純
資
産
や
移
転
さ
れ
た
対
価
だ
け
で
な
く
、
非
支
配
持
分
も
「
企
業
結
合
の
構
成
要
素
」（the 

com
ponents of business com

bination

）
と
み
て
、
そ
れ
ら
の
測
定
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
（S

F
A
S
141

（R

）, par.B
81

）、
必
ず
し
も

企
業
結
合
が
交
換
取
引
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
な
い
。
結
果
、
構
成
要
素
す
べ
て
の
公
正
価
値
の
差
額
と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
れ
ん

は
、
非
支
配
持
分
に
係
る
部
分
も
含
め
た
全
部
の
れ
ん
と
な
る
。

「
取
得
法
」
と
い
う
名
称
を
採
用
す
る
に
あ
た
り
、S

F
A
S
141

（R

）（par.B
14

）
お
よ
びIF

R
S
3

（R

）（par.B
C
14

）
は
、
改
訂
基
準

三
二
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
四
四
）

に
お
い
て
は
企
業
結
合
が
必
ず
し
も
購
入
取
引
に
よ
ら
ず
と
も
起
こ
り
う
る
（
す
な
わ
ち
定
義
の
中
に
対
等
合
併
な
ど
も
含
め
て
い
る
）
こ
と

を
理
由
と
し
て
お
り
、
ま
た
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
従
来
の
パ
ー
チ
ェ
ス
法
と
い
う
呼
称
も
、
一
律
に
取
得
法
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

一
見
す
る
と
、
定
義
の
変
更
に
よ
っ
て
「
企
業
結
合
」
に
含
め
ら
れ
る
取
引
等
の
対
象
範
囲
が
変
更
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
会
計
処
理

方
法
の
呼
称
を
単
に
改
め
た
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
数
値
例
で
も
確
認
し
た
と
お
り
、
具
体
的
な
処
理
手
続
き
も
パ
ー

チ
ェ
ス
法
と
は
異
な
る
し
、
何
よ
り
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
重
視
さ
れ
て
き
た
交
換
取
引
と
い
う
前
提
が
な
く
と
も
企
業
結
合
が
成

り
立
つ
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
取
得
法
に
お
け
る
非
支
配
持
分
の
公
正
価
値
測
定
は
、
全
面
時
価
評
価
法
と
の
整
合

性
を
根
拠
と
し
た
全
部
の
れ
ん
の
公
正
価
値
測
定
を
図
っ
た
結
果
と
し
て
導
入
さ
れ
た
処
理
と
さ
れ
る
が
（
7
）

、
そ
の
た
め
に
移
転
し
た
対
価

以
外
の
要
素
（
非
支
配
持
分
）
に
よ
っ
て
、
取
得
し
た
資
産
が
測
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
引
き
渡
し
た
対
価
に
よ
っ
て
資

産
の
取
得
原
価
を
測
定
す
る
と
い
う
、
取
得
原
価
主
義
会
計
の
基
本
的
な
ス
キ
ー
ム
が
放
棄
さ
れ
て
い
る
。

取
得
法
の
手
続
で
は
、
そ
も
そ
も
「
取
得
原
価
」
と
い
う
用
語
自
体
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
取
得
法
は
パ
ー
チ
ェ
ス
法
の
よ
う

に
取
得
原
価
主
義
会
計
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
む
し
ろF

A
S
B

やIA
S
B

は
、
交
換
取
引
に

お
け
る
対
価
を
基
礎
と
し
た
測
定
で
は
な
く
、
新
た
な
測
定
基
礎
を
模
索
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
様
子
が
、
段
階
取
得
の
取

扱
い
の
変
化
に
見
ら
れ
る
。

段
階
取
得
と
は
、
支
配
の
獲
得
が
複
数
回
の
取
引
に
よ
っ
て
段
階
的
に
達
成
さ
れ
る
企
業
結
合
の
一
類
型
を
い
う
。
例
え
ば
、
Ａ
社
が

Ｂ
社
の
発
行
す
る
株
式
の
二
〇
％
を
ま
ず
購
入
し
、
そ
の
後
追
加
で
六
〇
％
を
購
入
し
て
Ｂ
社
に
対
す
る
支
配
を
獲
得
し
た
と
す
る
。

パ
ー
チ
ェ
ス
法
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
購
入
さ
れ
た
株
式
の
取
得
原
価
の
累
積
額
が
企
業
結
合
の
取
得
原
価
と
さ
れ
、
Ｂ
社
よ
り
受

け
入
れ
る
純
資
産
に
配
分
さ
れ
た
（
8
）（IF

R
S
3, pars.58-60

）。
過
去
に
行
わ
れ
た
個
々
の
交
換
取
引
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
に
お
け

三
二
八



企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
一
考
察
（
小
阪
）

（
八
四
五
）

る
対
価
を
基
礎
と
し
た
測
定
を
重
視
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
取
得
法
で
は
、
初
め
に
購
入
し
た

二
〇
％
を
支
配
獲
得
日
の
公
正
価
値
へ
再
測
定
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
（S

F
A
S
141

（R

）par.48 ; IF
R
S
3

（R

）

par.42

）。
こ
れ
に
よ
り
、
Ａ
社
が
保
有
す
る
合
計
八
〇
％
の
Ｂ
社
株
式
は
、
一
律
に
支
配
獲
得
日
の
公
正
価
値
で

測
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
再
測
定
を
要
求
す
る
背
景
に
は
、
支
配
（
9
）

の
獲
得
が
経
済
環
境
等
の
重
要
な
変
化
に
当
た

り
、
そ
れ
が
持
分
投
資
の
新
た
な
測
定
基
礎
と
な
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
（S

F
A
S
141

（R

）, par.B
384 ; 

IF
R
S
3

（R

）, par.B
C
384

）。
ま
た
、
過
去
に
お
け
る
交
換
取
引
の
事
実
を
重
視
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
原
価
累

積
と
い
う
実
務
そ
の
も
の
が
財
務
報
告
に
お
け
る
不
整
合
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
の
認
識
も
示
さ
れ
て
い
る

（S
F
A
S
141

（R
）, par.B
386 ; IF

R
S
3

（R

）, par.B
C
386

）。
支
配
の
獲
得
と
い
う
重
要
な
経
済
事
象
の
発
生
を
契

機
と
す
る
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
は
、
原
価
累
積
実
務
の
問
題
点
を
解
決
す
る
手
法
と
い
え
る
。
し
か
し
同
時
に
、

取
得
原
価
主
義
会
計
か
ら
の
脱
却
な
い
し
乖
離
と
も
い
え
る
考
え
方
の
変
化
が
窺
え
る
手
法
で
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、F

A
S
B

お
よ
びIA

S
B

が
規
定
す
る
企
業
結
合
に
関
連
す
る
会
計
基
準
は
、
二
〇
〇
七
年
か

ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
の
改
訂
に
よ
っ
て
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
か
ら
取
得
法
へ
と
会
計
処
理
の
方
法
を
変
更
し
た
。

こ
れ
は
単
な
る
呼
称
の
変
化
で
は
な
く
、
具
体
的
な
手
続
き
の
変
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
必
ず
し
も
交
換

取
引
が
伴
わ
な
く
と
も
、
支
配
の
獲
得
と
い
う
重
要
な
経
済
事
象
が
生
じ
れ
ば
、
企
業
結
合
は
成
立
す
る
と
い
う
捉

え
方
の
変
化
が
あ
る
（
図
表
1
）。
こ
の
た
め
、「
交
換
取
引
」
を
処
理
す
る
た
め
の
パ
ー
チ
ェ
ス
法
か
ら
、
必
ず
し

も
交
換
取
引
を
伴
わ
な
い
「
支
配
の
獲
得
」
を
処
理
で
き
る
取
得
法
へ
と
改
訂
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
結

果
、
測
定
面
で
は
パ
ー
チ
ェ
ス
法
で
行
わ
れ
て
い
た
被
取
得
企
業
の
純
資
産
の
公
正
価
値
測
定
の
ほ
か
に
、
①
非
支

【図表 1】企業結合の捉え方と処理方法の変化

改訂前 改訂後

企業結合の捉え方 交換取引 支配の獲得

処理方法 パーチェス法 取得法

三
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配
持
分
の
公
正
価
値
測
定
、
そ
し
て
②
段
階
取
得
が
あ
っ
た
場
合
の
移
転
さ
れ
た
対
価
の
公
正
価
値
測
定
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

公
正
価
値
測
定
の
機
会
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

2
．
日
本
基
準
の
改
訂

我
が
国
の
企
業
結
合
に
関
連
す
る
会
計
基
準
と
し
て
は
、
二
〇
〇
三
年
に
企
業
会
計
審
議
会
よ
り
「
企
業
結
合
に
係
る
会
計
基
準
」

（
以
下
、
企
業
結
合
基
準
）
が
公
表
さ
れ
た
。
企
業
結
合
基
準
で
は
、
前
述
のS

F
A
S
141

やIF
R
S
3

と
は
異
な
り
、
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法

の
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

企
業
結
合
基
準
に
よ
る
と
、
ま
ず
企
業
結
合
が
「
取
得
」
で
あ
る
か
「
持
分
の
結
合
」
で
あ
る
か
の
判
定
が
行
わ
れ
る
（
三
、
1
）。
そ

し
て
「
取
得
」
と
判
定
さ
れ
た
企
業
結
合
に
は
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
が
適
用
さ
れ
る
（
三
、
2
）。
以
下
に
示
し
た
と
お
り
、S

F
A
S
141

や

IF
R
S
3

が
定
め
て
い
た
パ
ー
チ
ェ
ス
法
と
同
等
の
処
理
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

①
取
得
企
業
の
決
定
…
結
合
当
事
企
業
の
い
ず
れ
が
取
得
企
業
で
あ
る
か
を
識
別
す
る
。

②
取
得
原
価
の
決
定
…  

対
価
と
し
て
交
付
す
る
現
金
等
の
金
額
や
、
株
式
の
公
正
価
値
（
10
）

が
取
得
原
価
と
な
る
。
段
階
取
得
の
場
合
に

は
、
原
価
の
累
積
額
を
用
い
る
。

③
取
得
原
価
の
配
分
…  

②
の
取
得
原
価
を
、
被
取
得
企
業
か
ら
取
得
し
た
資
産
お
よ
び
引
き
受
け
た
負
債
に
対
し
て
、
支
配
獲
得
日
時

点
の
公
正
価
値
に
基
づ
い
て
配
分
す
る
。

④
の
れ
ん
の
認
識
…  

②
の
取
得
原
価
が
③
の
純
資
産
公
正
価
値
を
超
過
す
る
場
合
、
両
者
の
差
額
が
の
れ
ん
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

他
方
、「
持
分
の
結
合
」
と
判
定
さ
れ
た
企
業
結
合
に
は
、
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
が
適
用
さ
れ
る
（
三
、
3
）。
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
で

三
三
〇



企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
一
考
察
（
小
阪
）

（
八
四
七
）

は
、
結
合
当
事
企
業
す
べ
て
の
資
産
、
負
債
お
よ
び
純
資
産
が
そ
の
適
正
な
帳
簿
価
額
で
結
合
後
企
業
に
引
き
継
が
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
で
は
公
正
価
値
測
定
が
用
い
ら
れ
る
余
地
は
な
い
。

企
業
結
合
基
準
に
お
い
て
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、
企
業
結
合
の
経
済
的
実
態
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
（
企
業
結
合
に
係
る
会
計
基
準
の
設
定
に
関
す
る
意
見
書
、
三
、
1
）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
取
扱
い
は
当

時
す
で
に
パ
ー
チ
ェ
ス
法
に
一
本
化
し
て
い
たS

F
A
S
141

やIF
R
S
3

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
欧
州
証
券
規
制

当
局
委
員
会
（C

E
S
R

）
か
ら
は
、
会
計
基
準
の
同
等
性
評
価
の
結
果
と
し
て
、
我
が
国
の
企
業
結
合
基
準
に
お
い
て
持
分
プ
ー
リ
ン
グ

法
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
相
違
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
（C

E
S
R
, 2005, par.139

）。
そ
の
後
、F

A
S
B

とIA
S
B

に
よ

る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
物
で
あ
るS
F
A
S
141

（R

）
お
よ
びIF

R
S
3

（R

）
と
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
必
要
性
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
、
二
〇
〇
八
年
にA

S
B
J

よ
り
企
業
結
合
基
準
を
改
訂
す
る
形
で
、
企
業
会
計
基
準
第
二
一
号
「
企
業
結
合
に
関
す
る
会
計
基
準
」

が
公
表
さ
れ
た
（
11
）

。
企
業
会
計
基
準
第
二
一
号
で
は
、
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
が
廃
止
さ
れ
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
の
み
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

①
取
得
企
業
の
決
定
…
結
合
当
事
企
業
の
い
ず
れ
が
取
得
企
業
で
あ
る
か
を
識
別
す
る
（pars.18-22

）。

②
取
得
原
価
の
決
定
…  

対
価
と
し
て
交
付
す
る
現
金
等
の
金
額
や
、
株
式
の
公
正
価
値
が
取
得
原
価
と
な
る
（par.23

）。
段
階
取
得
の

場
合
に
は
、
過
去
に
取
得
し
た
株
式
等
が
、
支
配
獲
得
日
の
公
正
価
値
で
再
測
定
さ
れ
る
（par.25

）。

③
取
得
原
価
の
配
分
…  

②
の
取
得
原
価
を
、
被
取
得
企
業
か
ら
取
得
し
た
資
産
お
よ
び
引
き
受
け
た
負
債
に
対
し
て
、
支
配
獲
得
日
時

点
の
公
正
価
値
に
基
づ
い
て
配
分
す
る
（par.28
）。

三
三
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④
の
れ
ん
の
認
識
…  

②
の
取
得
原
価
が
③
の
純
資
産
公
正
価
値
を
超
過
す
る
場
合
、
両
者
の
差
額
が
の
れ
ん
と
し
て
認
識
さ
れ
る

（par.28

）。

ま
ず
注
意
す
べ
き
は
、
我
が
国
で
は
パ
ー
チ
ェ
ス
法
が
維
持
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
パ
ー
チ
ェ
ス
法
適
用
時
に
お
け
る
「
取
得
原

価
」
の
算
定
に
際
し
て
は
、「
一
般
的
な
交
換
取
引
に
お
い
て
資
産
の
取
得
原
価
を
算
定
す
る
際
に
適
用
さ
れ
て
い
る
一
般
的
な
考
え
方

に
よ
る
こ
と
が
整
合
的
で
あ
る
」
と
さ
れ
（
企
業
会
計
基
準
第
二
一
号
、par.84

）、
企
業
結
合
を
交
換
取
引
と
み
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
す
な

わ
ち
取
得
法
の
よ
う
に
非
支
配
持
分
を
公
正
価
値
測
定
す
る
余
地
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
全
部
の
れ
ん
も
計
上
さ
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
企
業
会
計
基
準
第
二
一
号
（par.98

）
で
は
、「
…
の
れ
ん
…
の
計
上
は
有
償
取
得
に
限
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
」
を
採
用
し
て

お
り
、「
取
得
原
価
」
の
算
定
を
引
き
続
き
要
求
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
企
業
会
計
基
準
第
二
一
号
に
お
け
る
パ
ー
チ
ェ
ス
法
の
取
扱
い

は
、
伝
統
的
な
取
得
原
価
主
義
会
計
と
整
合
的
な
よ
う
に
見
え
る
。

他
方
で
、
段
階
取
得
の
際
に
は
過
去
に
取
得
し
た
株
式
の
連
結
財
務
諸
表
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
が
要
求
さ
れ
て
い
る
（
企
業
会
計

基
準
第
二
一
号
、par.25

）。
企
業
結
合
基
準
に
お
い
て
、
原
価
の
累
積
額
を
用
い
る
こ
と
と
し
て
い
た
の
は
、「
個
々
の
取
引
は
あ
く
ま
で

そ
の
時
点
で
の
等
価
交
換
取
引
で
あ
り
、
取
得
が
複
数
の
交
換
取
引
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
場
合
、
取
得
原
価
は
個
々
の
交
換
取
引
ご
と
に

算
定
し
た
原
価
の
合
計
額
と
す
る
こ
と
が
経
済
的
実
態
を
適
切
に
反
映
す
る
」
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
（
企
業
会
計
基
準
第
二
一
号
、

par.88

）。
交
換
取
引
を
前
提
と
す
る
パ
ー
チ
ェ
ス
法
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
取
扱
い
も
維
持
さ
れ
る
べ
き
と
い
え
る
。

し
か
し
、
会
計
基
準
の
国
際
的
な
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
連
結
財
務
諸
表
に
限
定
し
た
う
え
で
、SF

A
S
141

（R

）

やIF
R
S
3

（R

）
と
整
合
的
な
処
理
を
行
う
と
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
（par.90
）。

以
上
で
見
た
と
お
り
企
業
結
合
に
関
連
す
る
会
計
基
準
に
つ
い
て
は
、IA

S
B

とF
A
S
B

の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
先
に

三
三
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企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
一
考
察
（
小
阪
）

（
八
四
九
）

IF
R
S

とS
F
A
S

の
間
で
規
定
の
統
一
化
が
図
ら
れ
、
我
が
国
の
企
業
会
計
基
準
は
、
従
来
の
考
え
方
を
維
持
し
つ
つ
も
主
と
し
て
会

計
基
準
の
国
際
的
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
達
成
を
優
先
す
る
観
点
か
ら
、
両
基
準
に
歩
み
寄
る
形
で
の
改
訂
を
行
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ

の
結
果
、A

S
B
J

が
公
表
し
た
基
準
で
は
部
分
的
にS

F
A
S
141

（R

）
やIF

R
S
3

（R

）
と
整
合
し
つ
つ
も
、
い
ま
な
お
改
訂
さ
れ
ず
に

維
持
さ
れ
て
い
る
規
定
も
存
在
し
て
お
り
、
両
基
準
と
の
間
に
は
重
要
な
差
異
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
（
12
）

。

Ⅲ　

公
正
価
値
概
念
の
変
化

1
．S

FA
S
157

公
表
前
の
公
正
価
値

会
計
処
理
上
の
測
定
値
と
し
て
用
い
ら
れ
る
公
正
価
値
は
、
か
つ
て
の
一
般
的
な
定
義
に
よ
れ
ば
、
資
産
が
市
場
に
お
い
て
「
交
換
」

（exchange

）
さ
れ
う
る
金
額
と
さ
れ
た
（
13
）

。
す
な
わ
ち
、
資
産
を
購
入
す
る
場
合
に
は
購
入
市
場
価
格
、
売
却
す
る
際
に
は
売
却
市
場
価
格

と
い
う
、
二
種
類
の
金
額
が
同
じ
「
公
正
価
値
」
と
い
う
用
語
の
中
で
成
立
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
前
者
は
入
口
価
格
（entry price

）

と
も
い
い
、
後
者
は
出
口
価
格
（exit price

）
と
も
い
わ
れ
る
。
た
だ
、
会
計
基
準
上
で
公
正
価
値
が
導
入
さ
れ
た
当
初
、
公
正
価
値
測

定
の
対
象
と
さ
れ
た
金
融
商
品
の
よ
う
に
、
購
入
と
売
却
が
同
一
の
市
場
で
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
上
記
二
種
類
の
金
額
は
基
本
的
に
同

一
の
測
定
値
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
当
初
認
識
時
の
測
定
に
公
正
価
値
を
用
い
る
と
し
て
も
、
実
務
上
そ
れ
が
入
口
価
格
で

あ
る
か
出
口
価
格
で
あ
る
か
を
明
確
に
区
別
す
る
必
要
は
な
い
。

企
業
結
合
会
計
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
少
な
く
と
も
被
取
得
企
業
の
識
別
可
能
資
産
お
よ
び
負
債
は
支
配
獲
得
日
の
公
正
価
値
で
測
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、S

F
A
S
141

、IF
R
S
3

そ
し
て
企
業
結
合
基
準
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
公
正
価
値
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い

た
か
、
以
下
で
確
認
す
る
。

三
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ま
ずS

F
A
S
141

で
は
、
公
正
価
値
は
「
強
制
や
清
算
以
外
の
、
取
引
参
加
者
間
で
の
現
在
の
取
引
に
お
い
て
、
資
産
…
が
購
入
…
ま

た
は
売
却
…
さ
れ
う
る
金
額
」
と
さ
れ
て
い
た
（A

ppendix F

）。「
購
入
ま
た
は
売
却
」
と
あ
る
と
お
り
、
こ
こ
で
の
公
正
価
値
は
入
口

価
格
と
出
口
価
格
の
い
ず
れ
の
価
格
も
含
ん
で
お
り
、
ど
ち
ら
か
に
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。

次
にIF

R
S
3

で
は
、
公
正
価
値
は
「
独
立
第
三
者
間
取
引
に
お
い
て
、
取
引
の
知
識
が
あ
る
自
発
的
な
当
事
者
の
間
で
、
資
産
が
交

換
さ
れ
得
る
…
価
額
」（A

ppendix A

）
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
「
交
換
」
と
い
う
用
語
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
公
正
価
値
が
入
口
価

格
ま
た
は
出
口
価
格
の
い
ず
れ
か
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
の
価
格
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
解
釈
の
余
地
が
あ

る
。そ

し
て
企
業
結
合
基
準
に
お
い
て
は
、「
時
価
と
は
、
公
正
な
評
価
額
を
い
う
。
通
常
、
そ
れ
は
観
察
可
能
な
市
場
価
格
」
を
い
う
と

さ
れ
た
（
二
、
7
）。
我
が
国
の
会
計
基
準
で
は
、
伝
統
的
に
「
時
価
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
企
業
会
計
基
準
公
開
草
案
第

四
三
号
「
公
正
価
値
測
定
及
び
そ
の
開
示
に
関
す
る
会
計
基
準
（
案
）」（
以
下
、
公
開
草
案
第
四
三
号
）
に
よ
れ
ば
、「
時
価
」
と
「
公
正
価

値
」
と
は
、
文
言
の
違
い
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
そ
の
考
え
方
に
大
き
な
違
い
は
な
い
と
理
解
さ
れ
て
き
た
（par.27

）。
企
業
結
合
基
準
に

お
い
て
も
、
時
価
す
な
わ
ち
公
正
価
値
が
入
口
価
格
で
あ
る
の
か
出
口
価
格
で
あ
る
の
か
は
、
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
点
、
入
口
価
格
と
出
口
価
格
の
双
方
の
意
味
合
い
を
定
義
に
含
め
て
い
たS

F
A
S
141

で
は
、「
…
交
換
取
引
で
は
、
取
得
さ
れ

た
純
資
産
と
支
払
わ
れ
た
対
価
の
公
正
価
値
は
等
し
い
と
仮
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
取
得
企
業
に
と
っ
て
の
取
得
〝
原
価
〞（the “cost ” 

of an acquisition

）
は
、
交
換
さ
れ
た
公
正
価
値
に
等
し
」
い
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
（par.5

）。
こ
れ
は
企
業
結
合
に
限
ら
ず
、
一
般
的

な
資
産
の
取
得
取
引
に
共
通
す
る
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
交
換
取
引
に
お
い
て
は
、
取
得
し
た
資
産
の
公
正
価
値
と
引
き
渡
さ
れ
る

対
価
の
公
正
価
値
は
等
し
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
取
得
す
る
資
産
の
入
口
価
格
と
、
引
き
渡
さ
れ
る
対
価
の
出
口
価
格
と
の
等
価
交
換
が

三
三
四



企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
一
考
察
（
小
阪
）

（
八
五
一
）

想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
14
）

。
パ
ー
チ
ェ
ス
法
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
、
識
別
可
能
純
資
産
お
よ
び
識
別
不
能
な
要
素
で
あ
る
の
れ
ん

と
、
そ
れ
ら
を
取
得
す
る
た
め
の
対
価
と
の
等
価
交
換
が
想
定
さ
れ
、
対
価
の
出
口
価
格
（
す
な
わ
ち
、
企
業
結
合
に
お
け
る
取
得
原
価
）
に

よ
っ
て
識
別
可
能
純
資
産
の
入
口
価
格
を
測
定
し
（
取
得
原
価
の
配
分
）、
残
額
が
の
れ
ん
の
測
定
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
交

換
取
引
を
前
提
と
し
た
場
合
、
交
換
対
象
と
な
る
財
双
方
の
入
口
価
格
と
出
口
価
格
を
交
換
取
引
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
公
正
価
値
に
は
双
方
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
入
口
価
格
な
い
し
出
口
価
格
の
い
ず
れ
か
に

限
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
交
換
取
引
を
前
提
と
し
た
測
定
も
不
可
能
と
な
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
交
換
取
引
を
前
提
と
す
る
パ
ー
チ
ェ
ス
法
の
下
で
は
、
公
正
価
値
の
意
味
に
は
受
け
入
れ
る
純
資
産
の
入
口
価
格
と

対
価
の
出
口
価
格
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
。「
交
換
」
と
い
う
概
念
が
、
会
計
処
理
方
法
で
あ
る
パ
ー
チ
ェ
ス
法
だ
け
で
な
く
、
測

定
値
と
し
て
用
い
ら
れ
る
公
正
価
値
の
根
底
に
も
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。

2
．
出
口
価
格
と
し
て
の
公
正
価
値

他
方
、
近
年
の
会
計
基
準
整
備
の
過
程
で
、
公
正
価
値
の
概
念
を
出
口
価
格
と
し
て
最
初
に
整
理
し
た
の
は
、F

A
S
B

が
二
〇
〇
六

年
に
公
表
し
たS

F
A
S
157

「
公
正
価
値
測
定
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
公
正
価
値
と
は
「
測
定
日
に
お
け
る
市
場
参
加
者
間
の
秩
序

あ
る
取
引
に
お
い
て
、
資
産
を
売
却
し
て
受
け
取
る
…
で
あ
ろ
う
価
格
」
を
い
う
（par.5

）。
こ
の
定
義
は
そ
の
後
に
公
表
さ
れ
る

S
F
A
S
141

（R

）
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
（par.3

）。
す
な
わ
ちS

F
A
S
141

の
段
階
で
は
取
得
し
た
純
資
産
（
の
れ
ん
を
含
む
）
の
入
口
価

格
（
で
も
あ
り
、
対
価
の
出
口
価
格
に
等
し
い
）
を
想
定
し
て
い
た
公
正
価
値
は
、
用
語
は
変
わ
ら
な
い
ま
ま
に
そ
の
意
義
が
出
口
価
格
へ
と

一
本
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

三
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経
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第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
五
二
）

S
F
A
S
157

（par.C
26

）
で
は
、
出
口
価
格
の
概
念
が
、
財
務
報
告
の
基
礎
概
念
レ
ベ
ル
で
の
資
産
の
定
義
に
合
致
す
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
資
産
の
定
義
を
定
め
るS

F
A
C
6

（par.25

）
に
よ
れ
ば
、
資
産
と
は
「
過
去
の
取
引
ま
た
は
事
象
の
結
果
と
し
て
、

特
定
の
実
体
に
よ
り
取
得
ま
た
は
支
配
さ
れ
て
い
る
、
発
生
の
可
能
性
の
高
い
将
来
の
経
済
的
便
益
」
と
さ
れ
る
。「
将
来
の
経
済
的
便

益
」（future econom

ic benefi t

）
は
、
企
業
が
将
来
に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
ロ
ー
を
獲
得
す
る
の
に
貢
献
す
る
能
力
で
あ
る
か
ら

（par.26

）、
資
産
の
測
定
は
そ
の
現
金
生
成
能
力
（cash generating pow

er

）
の
評
価
に
役
立
つ
よ
う
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て

係
る
目
的
に
最
も
適
合
す
る
の
は
出
口
価
格
に
よ
る
公
正
価
値
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、IA

S
B

も
公
正
価
値
概
念
の
整
理
を
行
い
、
二
〇
一
一
年
にIF

R
S
13

「
公
正
価
値
測
定
」
を
公
表
し
た
。F

A
S
B

と
は
基

準
の
公
表
順
序
が
異
な
る
た
め
、IA

S
B

で
は
ま
ずIF

R
S
3

（R

）
の
公
表
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
同
基
準
内
に
お
け
る
公
正
価
値
の
定
義

が
、IF

R
S
13

に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（par.D

1

）。IF
R
S
13

（par.9

）
に
よ
れ
ば
、
公
正
価
値
と
は
「
測
定
日
時
点

で
、
市
場
参
加
者
間
の
秩
序
あ
る
取
引
に
お
い
て
、
資
産
を
売
却
す
る
た
め
に
受
け
取
る
で
あ
ろ
う
価
格
」
を
い
う
。
そ
れ
ま
で
入
口
価

格
な
の
か
出
口
価
格
な
の
か
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
公
正
価
値
は
、S

F
A
S
157

に
お
け
る
定
義
同
様
、
出
口
価
格
と
し
て
定
義
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
てA

S
B
J

も
、
二
〇
一
〇
年
に
公
開
草
案
第
四
三
号
を
公
表
し
て
お
り
、
従
来
用
い
て
き
た
「
時
価
」
は
出
口
価
格
と
し
て
の

公
正
価
値
に
読
み
替
え
ら
れ
て
い
る
。
公
開
草
案
第
四
三
号
（par.4
）
に
よ
れ
ば
、
公
正
価
値
と
は
「
測
定
日
に
お
い
て
市
場
参
加
者
間

で
秩
序
あ
る
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
に
、
資
産
の
売
却
に
よ
っ
て
受
け
取
る
で
あ
ろ
う
価
格
…
（
出
口
価
格
）」
を
い
う
。
現
状
で
は
公
開

草
案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
行
の
我
が
国
の
会
計
基
準
上
で
は
「
時
価
」
概
念
が
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
確
定
基
準
と
な
れ
ば
出
口

価
格
と
し
て
の
公
正
価
値
が
企
業
結
合
会
計
を
含
む
様
々
な
領
域
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

三
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企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
一
考
察
（
小
阪
）

（
八
五
三
）

こ
の
よ
う
に
、
公
正
価
値
概
念
に
つ
い
て
もF

A
S
B

、IA
S
B

そ
し
てA

S
B
J

の
三
者
間
に
お
い
て
統
一
に
向
け
た
動
き
が
窺
え
、
い

ず
れ
はS

F
A
S
141

（R

）、IF
R
S
3

（R

）
お
よ
び
企
業
会
計
基
準
第
二
一
号
の
適
用
下
に
お
い
て
、
企
業
結
合
の
会
計
処
理
に
用
い
ら
れ

る
「
公
正
価
値
」
と
は
、
一
様
に
出
口
価
格
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
ろ
う
。

Ⅳ　

企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
出
口
価
格
に
よ
る
測
定
の
課
題

1
．
企
業
結
合
の
会
計
処
理
方
法
と
公
正
価
値
の
関
係

公
正
価
値
が
出
口
価
格
へ
と
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
交
換
取
引
を
前
提
と
し
た
企
業
結
合
に
お
け
る
公
正
価
値
の
捉
え
方
、
す
な
わ

ち
交
換
さ
れ
る
財
双
方
の
入
口
価
格
と
出
口
価
格
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
概
念
上
不
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

S
F
A
S

は
、IF

R
S

や
企
業
会
計
基
準
と
は
異
な
り
、
唯
一
、
公
正
価
値
の
概
念
の
整
理
を
経
て
か
ら
企
業
結
合
に
関
連
す
る
会
計
基
準

の
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、S

F
A
S
141

（R

）
で
は
パ
ー
チ
ェ
ス
法
が
取
得
法
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
正
価

値
が
出
口
価
格
に
一
本
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
企
業
結
合
を
必
ず
し
も
交
換
取
引
と
は
捉
え
な
い
取
得
法
の
下
で
は
、
上
記
の
問
題
が
概

念
上
の
致
命
的
な
矛
盾
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
基
準
の
公
表
順
序
は
前
後
す
る
も
の
の
、
す
で
に
企
業
結
合
の
会
計
処
理
方
法

を
取
得
法
に
変
更
し
て
い
るIF

R
S

に
お
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

取
得
法
に
処
理
が
変
更
さ
れ
て
も
、
企
業
結
合
の
経
済
的
実
態
は
、
引
き
続
き
「
取
得
」
で
あ
る
の
だ
か
ら
、「
売
却
」
を
前
提
と
し

た
出
口
価
格
と
し
て
の
公
正
価
値
を
用
い
る
こ
と
に
は
、
概
念
上
の
矛
盾
が
生
じ
る
と
の
指
摘
も
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、F

A
S
B

や

IA
S
B

は
入
口
価
格
と
出
口
価
格
は
概
念
上
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
（S

F
A
S
157, par.16 ; IF

R
S
13, par.57

）、
さ
ら

にIA
S
B

に
は
、
入
口
価
格
を
用
い
な
い
こ
と
が
、
企
業
結
合
の
会
計
処
理
に
際
し
て
問
題
と
な
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た

三
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五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
五
四
）

（IF
R
S
13, par.B

C
36

）。
こ
の
指
摘
に
対
し
てIA

S
B

は
、
同
じ
資
産
を
同
じ
市
場
に
お
い
て
同
じ
日
に
測
定
す
る
限
り
、
入
口
価
格
と

出
口
価
格
は
等
し
く
な
る
と
結
論
付
け
、
出
口
価
格
と
し
て
の
公
正
価
値
を
採
用
し
た
（par.B

C
44

）。
そ
の
背
景
に
は
、
取
得
に
出
口

価
格
を
用
い
る
こ
と
の
概
念
的
矛
盾
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
実
務
上
の
実
行
可
能
性
を
根
拠
と
し
て
、
一
貫
し
た
公
正
価
値
概
念
の
採
用

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
（
15
）

。

し
か
し
、
よ
り
問
題
視
す
べ
き
な
の
は
、「
取
得
」
と
い
う
経
済
的
実
態
の
前
提
と
し
て
、
従
来
重
視
さ
れ
て
き
た
「
交
換
」
と
い
う

企
業
結
合
の
捉
え
方
が
、「
支
配
の
獲
得
」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
見
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
従
来
の
企
業
結
合
会
計
で
は
、
処
理
方
法
と
し
て
の
パ
ー
チ
ェ
ス
法
と
、
測
定
値
と
し
て
の
公
正
価
値
の
意
味

（
入
口
価
格
と
出
口
価
格
の
バ
ラ
ン
ス
）
は
、「
交
換
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
行
の
企

業
結
合
会
計
で
は
、
処
理
方
法
と
し
て
の
取
得
法
と
、
測
定
値
と
し
て
の
公
正
価
値
の
意
味
（
出
口
価
格
）
は
、
少
な
く
と
も
「
交
換
」

に
よ
っ
て
は
結
び
つ
き
得
な
い
。
で
は
何
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
考
え
ら
れ
る
要
素
と
し
て
は
、

「
支
配
の
獲
得
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
よ
り
具
体
的
に
は
支
配
の
獲
得
や
喪
失
と
い
っ
た
新
た
な
測
定
の
契
機
と
な
る
重
要
な
経
済
事
象

の
発
生
で
あ
る
（
16
）

。
支
配
の
獲
得
と
い
う
重
要
な
経
済
事
象
が
生
じ
た
と
き
、
取
得
法
に
よ
っ
て
企
業
結
合
の
構
成
要
素
は
一
律
に
測
定
さ

れ
る
。
測
定
値
と
し
て
の
公
正
価
値
に
は
資
産
概
念
と
も
整
合
的
な
出
口
価
格
を
用
い
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
会
計
情
報
の
有
用
性
が
高

め
ら
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
口
価
格
を
用
い
る
根
拠
は
資
産
概
念
と
の
整
合
性
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
企
業
結

合
の
捉
え
方
で
あ
る
「
支
配
の
獲
得
」
に
よ
っ
て
、
測
定
値
と
し
て
の
公
正
価
値
が
出
口
価
格
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
根
拠
付
け
は
難
し

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
交
換
」
概
念
が
パ
ー
チ
ェ
ス
法
と
公
正
価
値
の
意
味
の
双
方
の
根
底
に
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、
取
得
法
と
出

口
価
格
と
し
て
の
公
正
価
値
の
根
底
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
考
え
方
が
あ
る
と
い
え
る
（
図
表
2
）。

三
三
八



企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
一
考
察
（
小
阪
）

（
八
五
五
）

2
．
日
本
基
準
の
課
題

他
方
、
日
本
基
準
で
は
上
記
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
他
の
会
計
基
準
と
は
異
な

り
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
を
維
持
し
て
い
る
我
が
国
に
と
っ
て
は
、「
交
換
」
の
概
念
に
従
っ
て
識
別
可
能
純
資

産
の
測
定
に
は
入
口
価
格
と
し
て
の
公
正
価
値
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
公
開
草
案

第
四
三
号
で
は
、
コ
ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
出
口
価
格
を
算
定
す
る
対
応
策
を
提
案
し
て
い
る

（par.32

）。
コ
ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、「
資
産
…
を
再
調
達
す
る
た
め
に
現
在
必
要
な
金
額
に
基
づ
く
評
価

技
法
」
を
い
う
（
17
）（

企
業
会
計
基
準
適
用
指
針
公
開
草
案
第
三
八
号
「
公
正
価
値
測
定
及
び
そ
の
開
示
に
関
す
る
会
計
基

準
の
適
用
指
針
（
案
）」、par.12

）。
再
調
達
を
前
提
と
す
る
金
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
に
よ
る

取
得
原
価
の
配
分
と
も
矛
盾
し
な
い
公
正
価
値
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
、
そ
も
そ
も
「
再
調
達
」
と
い
う
出
口
価
格
と
し
て
の
公
正
価
値
に
は
整
合
し
な
い
（
む
し
ろ

入
口
価
格
と
整
合
的
な
）
用
語
が
み
ら
れ
る
。
コ
ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
金
額
が
出
口
価
格

た
り
う
る
の
は
、「
再
調
達
に
必
要
な
金
額
」
を
支
払
っ
て
当
該
資
産
を
購
入
す
る
市
場
参
加
者
が
別
に
存

在
し
て
お
り
、
当
該
市
場
参
加
者
に
対
し
て
資
産
を
保
有
す
る
市
場
参
加
者
が
、
当
該
資
産
を
売
却
す
る
と

い
う
仮
定
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
（IF

R
S
13, par.B

9 ; 

公
開
草
案
四
三
号
、par.32

）。
た
だ
、
こ
の
よ
う

に
「
購
入
を
行
う
市
場
参
加
者
」
を
別
途
仮
定
し
、「
彼
ら
が
購
入
す
る
価
格
＝
彼
ら
に
売
却
す
る
価
格
」

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
コ
ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
測
定
値
も
出
口
価
格
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
強
引
に
入
口

価
格
を
出
口
価
格
と
し
て
整
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
な
い
か
。
本
質
的
な
問
題
は
、
パ
ー

【図表 2】処理方法と公正価値の意味
パーチェス法の場合 取得法の場合

【処理方法】

パーチェス法

【公正価値】

純資産の入口価格

対価の出口価格

交　　　換

【処理方法】

取得法

【公正価値】

構成要素の出口価格

支配の獲得 資産概念との整合性

三
三
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政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
五
六
）

チ
ェ
ス
法
で
用
い
ら
れ
る
公
正
価
値
を
出
口
価
格
と
位
置
づ
け
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
で
は
な
く
、
交
換
取
引
を
前
提
と
す
る
パ
ー
チ
ェ

ス
法
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
出
口
価
格
の
み
を
用
い
る
こ
と
が
概
念
的
に
不
可
能
で
あ
る
点
に
あ
る
。
事
実
上
の
入
口
価
格
を
出
口
価

格
と
し
て
位
置
づ
け
て
パ
ー
チ
ェ
ス
法
を
適
用
す
れ
ば
、
金
額
と
し
て
は
一
律
に
出
口
価
格
で
測
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、

概
念
レ
ベ
ル
で
は
や
は
り
純
資
産
の
入
口
価
格
と
対
価
の
出
口
価
格
の
交
換
取
引
と
捉
え
る
ほ
か
な
い
。
で
な
け
れ
ば
、
取
得
原
価
の
配

分
を
通
じ
て
買
入
の
れ
ん
だ
け
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
で
き
な
い
。

コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
公
正
価
値
に
つ
い
て
もF

A
S
B

やIA
S
B

と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
実
務
的
な
必
要
性
は
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
仮
に
公
開
草
案
第
四
三
号
が
確
定
基
準
と
な
れ
ば
、
我
が
国
の
企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
パ
ー
チ
ェ
ス
法
の
適
用
に
は
、
重
大

な
概
念
上
の
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
係
る
矛
盾
の
解
消
の
た
め
に
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
が
取
得
法
へ
変
更
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
全
部

の
れ
ん
が
計
上
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
二
〇
一
三
年
改
訂
の
企
業
会
計
基
準
第
二
一
号
（par.64-3

）
を

見
る
限
り
、
直
ち
に
全
部
の
れ
ん
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
だ
が
、
取
得
関
連
費
用
を
取
得
原
価
に
含
め
な
い
こ
と
が
提
案
さ
れ

て
お
り
、
国
際
的
な
公
正
価
値
測
定
の
動
向
に
足
並
み
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
も
み
ら
れ
る
。
企
業
結
合
の
会
計
処
理
の
中
で
用
い

ら
れ
る
測
定
値
が
、
処
理
方
法
そ
の
も
の
の
変
化
を
迫
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
得
る
と
い
う
意
味
で
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

Ⅴ　

む
す
び

以
上
、
本
稿
で
は
企
業
結
合
に
関
連
す
るF

A
S
B

、IA
S
B

そ
し
てA

S
B
J

の
公
表
す
る
基
準
の
収
斂
過
程
を
確
認
し
、
ま
た
公
正

価
値
概
念
の
統
一
化
に
向
け
た
動
き
を
整
理
し
た
。
企
業
結
合
の
捉
え
方
は
、
従
来
の
「
交
換
取
引
」
か
ら
「
支
配
の
獲
得
」
へ
と
変
化

三
四
〇



企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
一
考
察
（
小
阪
）

（
八
五
七
）

し
て
い
る
。
交
換
取
引
を
前
提
と
し
た
パ
ー
チ
ェ
ス
法
に
お
い
て
は
、
公
正
価
値
に
入
口
価
格
と
出
口
価
格
の
双
方
が
含
ま
れ
た
が
、
取

得
法
の
下
で
は
、
支
配
の
獲
得
と
い
う
重
要
な
経
済
事
象
が
公
正
価
値
測
定
の
契
機
と
さ
れ
、
そ
の
公
正
価
値
は
出
口
価
格
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
交
換
取
引
│
パ
ー
チ
ェ
ス
法
│
入
口
価
格
と
出
口
価
格
」
と
い
う
関
係
か
ら
「
支
配
の
獲
得
│
取
得
法
│
出
口
価

格
」
と
い
う
関
係
へ
と
、
捉
え
方
│
処
理
方
法
│
測
定
値
と
い
う
三
者
の
関
係
性
が
変
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
後
者
は

現
行
規
定
の
組
み
合
わ
せ
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
え
、
理
論
的
に
は
「
支
配
の
獲
得
│
取
得
法
」、「
出
口
価
格
│
資
産
概
念
と
の
整
合
性
」

と
い
う
、
異
な
る
関
係
性
が
存
在
し
て
い
る
。
無
論
、
取
得
法
と
出
口
価
格
と
を
統
一
的
に
結
び
付
け
る
概
念
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
パ
ー
チ
ェ
ス
法
を
維
持
す
る
日
本
基
準
で
は
、
出
口
価
格
と
し
て
の
公
正
価
値
の
導
入
を
試
み
て
い
る
。
し

か
し
、
交
換
取
引
を
前
提
と
す
る
パ
ー
チ
ェ
ス
法
の
下
で
出
口
価
格
の
み
を
意
味
す
る
公
正
価
値
を
用
い
る
の
は
、
重
大
な
概
念
上
の
矛

盾
を
生
じ
さ
せ
る
。
こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、
取
得
法
の
採
用
を
含
め
た
企
業
結
合
の
会
計
処
理
方
法
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
1
） 

今
日
の
米
国
基
準
の
表
記
に
当
た
っ
て
は
、A

ccounting S
tandards C

odifi cation

に
準
拠
す
る
の
が
一
般
的
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は

規
定
の
変
遷
を
明
瞭
に
示
す
観
点
か
ら
、
従
来
のS

F
A
S

に
準
拠
し
た
表
記
を
行
っ
て
い
る
。

（
2
） F

A
S
B

とIA
S
B

に
よ
る
企
業
結
合
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
の
成
果
物
で
あ
り
、
持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
の
適
用
を
廃
止
し
た
点

に
特
徴
が
あ
る
。

（
3
） 

持
分
プ
ー
リ
ン
グ
法
適
用
の
歴
史
を
め
ぐ
っ
て
は
、G

4+1

（1998

）
が
詳
し
い
。

（
4
） 

少
数
株
主
持
分
（m

inority interest

）
と
も
い
わ
れ
る
。

（
5
） 

例
え
ばF

A
S
B

の
議
事
録
で
こ
の
よ
う
な
指
摘
が
み
ら
れ
る
（F

A
S
B
, 2002, p.3

）。

三
四
一



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
八
五
八
）

（
6
） IF

R
S
3

（R

）
に
よ
れ
ば
、
非
支
配
持
分
の
公
正
価
値
を
信
頼
性
を
も
っ
て
測
定
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
と
比
較
し
て
、
特
段
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
純
資
産
の
公
正
価
値
に
対
す
る
比
例
的
な
持
分
比
率
で
非
支
配
持
分
を
測
定
す
る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

（par.B
C
213

）。
つ
ま
り
、
非
支
配
持
分
を
ど
の
よ
う
に
測
定
し
よ
う
と
、
測
定
に
要
す
る
コ
ス
ト
以
上
の
情
報
価
値
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
7
） 

全
部
の
れ
ん
の
計
上
論
拠
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
単
一
体
説
と
い
っ
た
連
結
基
礎
概
念
の
観
点
か
ら
の
説
明
も
考
え
ら
れ
る
が
、
取
得
法
で
は

全
面
時
価
評
価
法
に
お
け
る
評
価
の
整
合
性
を
重
視
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
。
川
本
（
二
〇
〇
四
、p.50

）
や
、
斎
藤

（
二
〇
一
二
、p.112
）
で
も
同
様
の
指
摘
が
み
ら
れ
る
。

（
8
） S

F
A
S
141

で
は
明
文
上
の
規
定
は
な
い
が
、
脚
注
31
に
よ
れ
ばIF

R
S
3

と
同
様
に
取
得
原
価
の
累
積
額
が
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
理
解
で

き
る
。

（
9
） IF

R
S
10

（par.6

）
に
よ
れ
ば
、
投
資
者
は
、
投
資
先
へ
の
関
与
に
よ
り
生
じ
る
変
動
リ
タ
ー
ン
に
対
す
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
ま
た
は
権
利

を
有
し
、
か
つ
、
投
資
先
に
対
す
る
パ
ワ
ー
を
通
じ
て
当
該
リ
タ
ー
ン
に
影
響
を
及
ぼ
す
能
力
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
投
資
先
を
支
配
し
て
い

る
と
さ
れ
る
。

（
10
） 

な
お
、
原
文
で
は
「
時
価
」
と
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
会
計
基
準
に
お
け
る
「
時
価
」
とS

F
A
S

やIF
R
S

で
採
用
さ
れ
て
い
る
「
公
正

価
値
」
と
は
、
定
義
に
お
い
て
実
質
的
な
差
異
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
時
価
」
を
「
公
正
価
値
」
と
し
て
い
る
。

（
11
） 

二
〇
一
三
年
一
月
に
は
、
企
業
会
計
基
準
公
開
草
案
第
四
九
号
「
企
業
結
合
に
関
す
る
会
計
基
準
（
案
）」
が
公
表
さ
れ
、
九
月
に
は
企
業
会

計
基
準
第
二
一
号
の
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
の
検
討
は
、
改
訂
前
の
も
の
を
対
象
と
し
て
進
め
る
。

（
12
） 

二
〇
一
三
年
改
訂
版
の
企
業
会
計
基
準
第
二
一
号
で
も
の
れ
ん
の
計
上
範
囲
や
会
計
処
理
に
関
す
る
差
異
の
解
消
は
図
ら
れ
て
い
な
い
。

（
13
） 

議
論
の
明
確
化
の
た
め
、
負
債
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

（
14
） K
ohler

（1970

）
で
は
、
交
換
と
は
、
貨
幣
、
財
産
ま
た
は
用
役
を
、
そ
れ
ら
と
引
き
換
え
に
（in return for

）
移
転
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

物
々
交
換
（barter

）
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、S

F
A
S
141

（par.5
）
で
は
、
物
の
交
換
と
い
う
よ
り
は
、
対
象
物
の
価
値
の
交
換
で

あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

三
四
二



企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
一
考
察
（
小
阪
）

（
八
五
九
）

（
15
） 

無
論
、
実
務
上
の
理
由
が
す
べ
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、（S

F
A
S
157

で
も
根
拠
と
さ
れ
た
）
出
口
価
格
が
財
務
報
告
の
目
的
と
適
合
す
る

と
い
う
理
論
的
根
拠
も
示
さ
れ
て
い
る
（par.B

C
39

）。

（
16
） 
支
配
の
喪
失
が
、
重
要
な
経
済
事
象
で
あ
る
と
の
認
識
は
、
例
え
ばIF
R
S
10

（par.B
C
Z
182

）
な
ど
で
見
ら
れ
る
。

（
17
） 
コ
ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、S

F
A
S
157

（par.18

）
やIF

R
S
13

（pars.B
8-B
9

）
に
も
み
ら
れ
る
出
口
価
格
と
し
て
の
公
正
価
値
の
評
価
技
法

の
一
つ
で
あ
る
。
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